<1>はじめに : 企画と活動の中間的報告 by unknown
Title<1>はじめに : 企画と活動の中間的報告
Author(s)



























































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 回数 平均参加者数 参加大学
平成8年 20回 7名 神戸大学・筑波大学など
平成9年 20回 7名 神戸大学・岐阜大学・明治学院大学・福井高専など
平成10年 21回 12名 神戸大学・大阪市立大学・金蘭短期大学など
平成11年 23回 i2名 神戸大学・慶庶義塾大学・大阪市立大学・和歌山大学・富山大学・横浜国立大学など
平成12年 22回 ”名 神戸大学・慶騰樫大学・大阪市立大学・和歌山大学・山形大学・横浜国立大学・山梨大学など
平成13年 21回 13名 慶慮義塾大学・神戸大学・島根大学・和歌山大学・大阪教育大学・千葉大学・京都学園大学など
平成14年 21回 10名 慶慮義塾大学・大阪市立大学・千葉大学・和歌山大学・川崎医療大学・光華女子大学など
平成15年 23回 10名 千葉大学・名城大学・鎌倉女子大学・岡山大学・筑皮大学・川崎医療大学・北星学園大学など
表2　公開実験授業
回 日付 題目 参加者数
第1回 1995．32 日本の大学教育をどうするか 約100名
第2回 1995．11．23 これからの大学はどのような人間育成を目指ずのか 約120名
第3回 199612．8 大学教育の個性化をどう進めるか 約110名
第4回 1997．”．29 これからの教養教育をどうするか 約70名
第5回 1999，32ア 大学授業をどう変えるが一研究から実践へ 約120名
第6回 ㎜0．325 FDをどう組織するか一相互研修の共同体へ向けて一 約120名
第7回 2001324 大学教員の教育能力をどう開発するか 約150名
第8回 20023．23 大学教育評価をどうするか一評価からFDヘー 約300名
第9回 2003．3．15 高等教育における教育改革と、経営改善 約5α）名
















































採 択 理 由
　この取組は、京都大学の教育理念である「自由の学風」のもとで、従来から、全学、部局、教員レベル
での様々な相互研修プログラムを行ってきたものを、さらに発展させ、自主的な相互研修型FD活動を全学
レベルで組織化しようとするものです。すでに、全学共通教育や工学部などにみられるように、目生的FD
諸活動とそれへの組織的支援によって大学の教育改善は着実に達成されてきています。わが国のFD活動は、
啓蒙時代から『相互研修型FDの組織化』へと移行しなければならない時期にきていますが、京都大学では、
前述したこれまでの実績を踏まえて、①ボトムアップの組織化の援助、②ローカリズムとユニバーサリズ
ムの統合、③FD第2期の実践的課題に応える汎用性の高い実践モデルの公開といった具体的活動を通じて
組織化を一層進め、その成果をどこからでも簡単にアクセスできるものにするという取組をしています。
これは、FD第2期実践モデルの構築と公開を進めるものであり、その点で、他の大学、短期大学の参考に
なりうる優れた事例であるといえます。また、この取組には、今後、全学的に広げていかなければならな
いという課題も認められますが、これを克服すれば更なる発展が期待されます。
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